
どぅ～ちゅいむにぃ～
浜下り

沖縄
年中行事

説話

きじむんの

-第１回 -

テーマ　浜下り（ハマウイ）

アカマタ～伝説

　その昔、美しい娘のもとに夜な夜な訪れる美男子がいた。実はこ

の男はアカマタの化身であった。いつしかアカマタの種を宿した娘

は、浜の砂を踏み、海水で身を清めるときれいな体になることを知

り、三月三日に実行に移したところ、元の清い体にもどった。（上

江洲均『沖縄の祭りと年中行事 -沖縄民俗誌Ⅲ-』p17 より抜粋）

　また、浜下りは 3月 3日に行われるだけではなかったようです。

宮良殿内文庫の「頭役被仰付候以来日記」にも浜下りの記述がみら

れます。そこは、蔵元（役所）にこかる鳥（アカショウビン）が時々

入ってくるので、役人達と浜下りをしたとあります。鳥が家の中に

入ってくるのは不吉であると信じられているため、浜下りをして穢

れをはらったのでしょう。

　このエピソード以外にも、一家の無病息災を祈ったり、航海安全

や豊漁を祈ったり、海難者の供養を行う様子が各地で見られます。

　浜下りは穢れををはらう場、祈りをする場、供養をする場なのだ

ろうと思います。これは人々の海や砂浜にたいする考え方が反映し

ているのかもしれませんね。　　（沖縄資料担当Ｆ）
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浜下りイロイロ

　旧暦の 3月 3日は、各地で「浜下り」という行事がおこなわれます。この浜下りでは、女性の健康が祈願されました。

女子が浜の砂を踏み、海水に足を浸すことによって穢れをはらうものと信じられてきたのです。この日は家族連れで潮

干狩りをする人たちの姿も見られます。私も幼い頃に、祖母や母と潮干狩りをしたりお弁当を食べたりしたのを思い出

します。この風習に関して、ある興味深い伝説が残されています。

　本日より、毎月「きじむんのどぅーちゅいむにー」がはじまります！季節ごとに沖縄の代表的な行事をからめて、図

書館職員がおすすめの本を紹介します。第１回目のテーマは「浜下り」です。

検索キーワード

※琉球・沖縄貴重資料デジタルアーカイブ　宮良殿内文庫より
　公開番号９６「頭役被仰付候以来日記」より

３８５ ← ★その他、沖縄開架の請求記号３８５～３８８には沖縄
　の年中行事や民話・伝説関係の本があるので、是非ご
　参考ください！
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